
青空と緑と産業のまち昭和町
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「
昭
和
町
成
人
式
」

新
た
な
飛
躍
を
ち
か
つ
て

hv
平
成
七
年
成
人
式

平
成
七
年

(第
四
十
八
回
)
昭
和
町

成
人
式
が
、

一
月
十
五
日
、
午
前
十
時

よ
り
、
町
総
合
会
館
軽
運
動
室
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
昭
和
町
で
は
、

晴
れ
て
二
百
四
十
名
の
み
な
さ
ん
が
成

人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
色
あ
ざ
や
か
な
振
り
そ
で

姿
の
女
性
や
、
ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
た

男
性
が
次
々
と
受
付
け
を
済
ま
し
会
場

に
入
り
、
「
ひ
さ
し
ぶ
り
j

/
」
「
元
気

i
/
」
「
今
何
し
て
る

の

?
」
と
久
方

ぶ
り
に
会
う
友
人
と
の
な
つ
か
し
さ
を

込
め
た
会
話
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
泉
町
長
の
式
辞
、
保
坂

教
育
委
員
長
の
激
励
の
こ
と
ば
に
続
き

町
か
ら
新
成
人
代
表
の
林
孝
史
さ
ん
、

木
村
江
利
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
次
に
同
じ
く
新
成
人
を
代
表
し

て
山
本
浩
司
さ
ん
よ
り
力
強
い
誓
い
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
撒
影
終
了
後
に
は
、
新
成
人
代

表
で
構
成
さ
れ
た

『二
十
歳
の
会
』
主

催
に
よ
る
茶
話
会
が
聞
か
れ
、

心
あ
た

た
ま
る
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
昔
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
の
昭
和
町
を
担
う
新
成

人
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

hv
記
念
品
を
受
け
取
る
林
さ
ん
、
木
村
さ
ん

一一
惨
事
一
回
い
の
司
}
と
ば
を
述
べ
る
山
本
さ
ん

一
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

同
氏
年
金
は
、

H
本
に
住
む
二
十

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

uか
ら

皆

歳

か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ

き
ん
は
大
人
の
仲
間

入

り

で

す

ね

。

て

の

人
が
加
入
し、

毎
月
保
険
料
を

あ
れ
も
や
っ
て
み
た
い
、
こ
れ
も
納
め
て
将
来
、
老
齢

・
障
害

・
泣
族

や
っ
て
み
た
い
と
い

っ
ぱ

い

希

望

を

に

な

っ
た
と
き
生
活
に
凶
ら
な
い
よ

い
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

う
に
年
金
が
う
け
ら
れ
る
制
度
な
の

と
こ
ろ
で
二
十

歳

は

、

国

民

年

金

で

す
。

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
齢

で
す
か
ら
後
に
な

っ
て

「エ

l
、

で
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
年
金
が
う
け
ら
れ
な
い
よ
」
な
ん
て

皆
さ
ん
に
と

っ
て、

「年
金
」
な

ん

こ

と

が

な

い

よ

う

に
、
加
入
手
続
き

て
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
確
実
に
お
こ
な

っ
て
お
き
ま
し
ょ

で
も
今
や
人
生
八
十
年
時
代
。
こ

れ

う

。

か
ら
の
未
米
も
、

A
ー
か
ら
基
盤
を
作

加
入
手
続
き
は
、
役
場
凶
民
年
金

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

係

(
岱
七
五
ー
一
一
一

)
へ

』

V
新
成
人
の
み
な
さ
ん
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新
春
恒
例
の
昭
和
町
消
防
出
初
式
が
、

快
晴
に
恵
ま
れ
た

1
月
八
日
(
日
)
午
前

九
時
よ
り、

押
原
中
学
校
校
庭
に
お
い

て
、
町
消
防
団
昌
(
・
役
場
消
防
隊
を
は

じ
め
関
係
者
お
よ
そ
二
百
名
が
出
席
し

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た。

石
原
消
防
団
長
の
あ
い
さ
つ
や
泉
町

長
の

「
消
防
意
識
の
高
揚
に

一
層
の
ご

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
訓
示

に
続
き
、
服
装
機
械
器
具
点
検
、
消
防

団
員
に
よ
る
訓
練
礼
式
や
ポ
ン
プ
操
法

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
き
び
き
び
し
た
行

動
で
訓
練
を
展
開
し
、

地
域
防
災
に
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た。

砂
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た
出
初
式

ま
た
、
今
年
も
押
原
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん
が
行
進
曲
な
ど
を

演
奏
し
、
式
典
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。

な
お
、
式
典
の
席
上
、
消
防
活
動
に

功
労
の
あ

っ
た
次
の
方
々
に
、
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(敬
称
略
・
順
不
同
)

V
消
防
関
係
特
別
感
謝
状

鮎
川
ま

さ

江

鮎

川

一
明

鮎

川

泰

彦
V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
甲
種
功
労
章
)

野

沢

幸
仁

(
乙
種
功
労
章
)

飯

島

健

次

田

中
邦
彦

山
口
茂

和

杉

原

喜

彦

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰
窪

田

正

樹

長

田

茂

今

村

力

V
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

坂
本
久

V
南
甲
府
警
察
署
並
び
に
県
防
犯
協
会

南
甲
府
支
部
長
表
彰

山

中

一

長

田

信

夫

田

中

仁

秋

山

高

一

郎

保

坂

正

造

V
甲
府
地
区
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

薬

袋

隆

司

五

味

隆

鈴

木

和

幸

倉

本

治

仁

藤

沢

一
生

川
刀
寿
幸

V
甲
府
地
区
消
防
本
部
消
防
長
並
び
に

山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰
昭
和
町
消
防
団

V
昭
和
町
長
表
彰

林

宏

道

花

形

和

紀

石
川
清

隆

輿

石

栄

V
昭
和
町
長
特
別
表
彰

薬

袋

隆

司

五

味

隆

鈴

木
和
幸

倉

本

治

仁

藤

沢

一

生

羽

刀

寿

幸

V
十
年
勤
続
表
彰

坂

本

久

三

谷

友

男

飯

島

健

次

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

坂
本

一
久

相

原

光

弘

渥

美

幸

久

塩

沢

修

田

島

均

V
五
年
勤
続
表
彰

相

原

光

弘

坂

本

一
久

志

村

仁

望

月

昭

三

佐

久

間

美

智

也

内

藤

芳

男

福

島

友

則

篠

原

正

浩

細

田

明

彦

丸

山

真

一

磯

部

芳

文

五

味

利

仁

豊

川
哲

夫

伊

藤

和

彦

V
山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

今
福
輝
夫

V
火
災
早
期
発
見
者
表
彰

保
坂
正
広

V
第
三
十
四
山
梨
県
消
防
団
員
総
合
訓

練
大
会
優
勝
記
念
章

全
消
防
団
員

中
沢
辰
秋

川
市
眠
時
運
)
入
魂
式
及
び
引
渡
式

昨
年
十
二
月
十
五
日
、
総
合
会
館
前
広
場
に
お
い
て
、
各
関
係
者
出
席
の
な
か
、
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
及
ぴ
小
型
ポ
ン
プ
の
入
魂
式
及
び
引
渡
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
は
現
在
使
用
し
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
の
十
年
と
い
う
長
い
年
月
の
経
過
を
期
に
、
町
よ
り
昭
和
町
消
防
団
に
引
渡
し
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
ぴ
小
型
ポ
ン
プ
の
引
渡
し
が
、
泉
町
長
よ
り
石
原
消
防

団
長
に
さ
れ
、
石
原
消
防
団
長
よ
り
、
町
消
防
団
第

一
部
、
第
二
部
、
第
四
部
へ
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
が
引
渡
し
き
れ
ま
し
た
。

次
に
、
小
型
ポ
ン
プ
の
引
渡
し
が
町
消
防
団
第

一
部
、
第
二
部
、
第
四
部
、
第
六
部
、

第
九
部
、
第
十
部
へ
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
泉
町
長
か
ら

「平
成
五
年
度
か
ら
各
地
域
の
積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
を
整

備
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
本
年
は
積
載
車
に
お
い
て
は
、
故
鮎
川
敏
明
氏
の
ご
意
志
に

よ
る
尊
い
浄
財
を
い
た
だ
き
、
そ
の
基
金
に
て
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
型
ポ
ン

プ
に
お
い
て
は
町
事
業
と
し
て
残
る
六
地
区
に
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
町

民
の
信
頼
に
応
え
、
消
防
意
識
の
高
揚
の
た
め

一
層
の
御
精
進
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
い

う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
石
原
消
防
団
長
が

「積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
の
導
入
に
あ
た
り
、
大

変
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
関
係
各
位
の
皆
様
と
西
条
新
田
区
の
鮎
川
様
の
ご
厚
意

に
応
え
、
な
お
、
一
層
の
訓
練
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
い
た

し
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主主
仁1
ニf忌
息、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

西
条
新
田
区
、
故
鮎
川
敏
明
氏

の
寄
附
に
よ
る
基
金
に
て
、
下
記

の
消
防
積
載
車
を
三
台
購
入
い
た

し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

}酒
、
巨
甘
A

d
y
H
ハ
1
H
h1
J
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ゐ
フ
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
〈
住
民
税
の
申
告
)
、
が
始
ま
り
ま
す
。
商
売
や
事

業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
・
・
・
農
家
の
み
な
さ
ん
・
・
・
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

ま
定
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、
年
末
調
整
、
か
済
ん
で
い
る

方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
制
で
す
、
か
、
毎
年
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
役
場
や
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
入
、
ガ
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
だ
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

2月16日~

. 

申
告
に

持
参
す
る
も
の

3月15

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
謄
本
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・

内
訳
書
の
控
え

.・・・・
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・

hA
-
UJy
 

確
定
申
告
を
日
以
弘
一

し
な
け
れ
ば

(
G-

な
ら
な
い
人
(
一
三
一
一
一

，行

U
」
ー
目
。
』

マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

-
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

-
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

-
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
な
ど

マ
土
地
・
建
物
を
譲
渡
(
交
換
を
含

む
)
し
た
人

-・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

マ
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
一
年
間
の
給
与

収
入
が
一
千
五
百
万
円
以
下
の
人

は
、
通
常
、
年
末
調
整
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
確
定
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。-
マ
イ
ホ
ー
ム
を

ロ
ー

ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

圃
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

-
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

-
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

-
勤
務
先
か
ら
受
付
さ
れ
た
源
泉

徴
収
票
の
添
付
を
忘
れ
す
に
。

-
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

-
還
付
申
告
を
す
る
時
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
以
下
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④ 平成7.2.1しょうわ広報

※
確
定
申
告
を
し
な
い
人
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
、
か
送
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さい。
V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
か
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
宮
七
五

l
二

一
一
一
内
線
問
・
盟

-m)
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

'e‘

'r降

じ

『

1

・

J

l

M

ぺ

4
4

制耳、咽

掛
町
一
語
訟

の

刊

#λ

た

C
朕
L
円

な

で

函

-

あ

κ
T

〆
3



確定申告Q&A
Q.申告と相談は
A 所得税の申告と相談は、税務署のほか
・各市町村役場でも行っております。

お気軽におでかけください。

Q.白色申告の人は IQ.間違いのない
A 事業所得、不動産所得のある 1/申告をするためには
万は収支内訳書の提出が必要です。 IA.青色申告をすると間違いのな

い申告ができます。ぜひご利用

ください。{

F忌
-・園町・ー

A 年間収入が100万円までの方は税金も
Q.パートの人は 一・ かからず配偶者控除や扶養控除も受け

られます。

J¥ートや内職 夫の所得から

の収入 配偶者控除ガ

99万円以下 受けられる
99万円超 受けられる
100万円以下
100万円超 受けられない

Q.財産をもらった人は

A 贈与税の申告は2月オ聞から
3月15日(水)までです。
昨年4年聞に個人からもらっ定財
産の合計額が60万円を超える人は

贈与税の申告と納税が必要です。

自分自島に

所得税が 住民税が

かからない かからない

かからない かかる

かかる かかる

(注)住民税は平成6年度分

Q.申告書の提出は
郵送でも大丈夫?

A 申告書を提出 一

切るだけの加湾ごim
却一向でヲl

平成6年分

申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、町・県民税の

申告受付相談は、土曜・日躍を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ

さい。申告は正しくお早めに/

地区及び該当者 受付時間 時間 会場

西条一区 2月16団側

西条二区 2月17日住)

B~ 
清水新居

2月20日伺) 午前 和
西条新田 町
4甲 越 9時

2月24日値目 役
河東中島 場

紙漉阿原 一

築地新居
2月27日伺) 階

午後

飯 喰 ホ

河 西
3月3日働 4時

Jレ
上河東 3月1B0日開

上河東二区 33 月月135日日程目器

その他 3月1日制

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付をし

てください。また、役場、税務署から送付さ

れた申告書、昨年の確定申告書及び収支内訳

書を必すご持参ください。

Q.消費税の
確定申 告期限は

A 個人事業者の方の消費税の確
定申告は、 3月31日(金)までです。

正しい申告と納税をお忘れの芯

いように/

Q.税金はどのように使われるの?
A.国や県、市町村などは、私たちが豊かで安定した生活をし
ていくため、警察や消防などの公共サービスや道路・公園などの公

共施設を整備するなどいろいろな仕事をしています。まだ、社会保

障の充実や教育の充実にも力を入れています。税金は、このような

幅広い公共活動を行うため使われているのです。この美しい郷土、

山梨を支える税について考えてみだいものですね/

Q.ニセ税理士つてなんですか
A.税理士でない人は税務書類の作成や相
談等をすることは出来ません。「税理士の

二セモノJ には気をつけて/

⑤ 広報 しようわ 平成7.2.1



第
五
次
町
政
モ

町
で
は
、
第
四
次
町
政
モ
ニ
タ
ー
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
十
二
月
一
日
付
け

で
新
た
に

二
十
四
人
の
み
な
さ
ん
を
第

五
次
町
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
の
町
政
モ

ニ
タ
ー
制
度
は
、
み
な

さ
ん
が
常
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
よ
せ
て

い
た
だ
き
、
町
政
の
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六

十
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た。

総
合
会
館
前
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
や
時
計
塔
の
設
置
な
ど
身
近
な
問
題

や
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
す
る
ご

提
言
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
五
次
町
政
モ

ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん

hv
町
政
モ

ニ
タ
ー
委
嘱
式
よ
り

西
条
一
区

西
条
二
区

清
水
新
居

西
条
新
田

す甲

'E盛

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

飯

11食

可、i

西

上

河

東

上
河
東
二
区

、-・

一タ
l

佐大井笠石初 早井伊 河泉加志雨有畑杉北 宮高笠深窪米
々
木村上井川刀川 口藤田

よ
り
よ
い
ま
ち
、
つ
く
り
を

め

ざ

し

て

回
開
聞
岡
田
岡
国
幽
嗣
同
園

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

昨
年
十
二
月
六
日
に
、
都
市
計
画
審
議

会
委
員
の
任
命
式
が
役
場
新
会
議
室
に

お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

土
地
の
使
い
方
や
建
物
の
建
て
方
に

つ
い
て
の
ル

!

ル
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
多
く
の
こ
と
が
ら
を
、

相
互
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
地
方
公
共

団
体
が
定
め
て
い
る
の
が
、

『都
市
計

画
』
で
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
を
住
み
よ
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
、
こ
の

『都
市
計
画
』

が
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

hv
都
市
計
画
審
議
会
よ
り

な
さな
んお
は
、都

次市
の計
方画
々審
で議

上聞昧沢下田本水田沢(す会
敬 O 委

森光文称 員
m各の

男男政幸二児馨重昭弥) み

-
学
職
経
験
者

井風五今山市田坂清塩野

俊辰

十
四
人

み てやごに杢
なない町提は三E
さおくと言 、三三
ん、予のをそ川盲
は各定意いれ守問
、地で見たぞ
次区す交だれ
のの O 換くの
方 町 会ほ立
々政 なか場

藤 村 宮賀野 浦爪本野井沢田山(でモ ど、で
敬すニ も施ご

義綾高弘 厚百康 二 和貞 美清勝秦 房万保允慶京 称。タ 行設定、
里 合三 略 l な見見

彦子子男暁子校行子桂代虞香朗代六精子恵雄江蔵子紀) の つ学や

-
町
議
会
議
員

イ圭譲健

-
町
職
員

⑤ 平成7.2.1
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砂
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
う
園
児
た
ち

昨
年
の
十
二
月
二
十
二
日
の
午
前

中
、
常
永
保
育
園
に
た
く
さ
ん
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
背
負

っ
た
泉
町
長
扮
す

る
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
現
わ
れ
、
子

供
た
ち
は
大
喜
ぴ

し
、
「
サ
ン
タ
さ

ん

、

ト

ナ

カ

イ

は

ど

こ

に

い

る

の

?
L、
「
サ

ン
タ
さ
ん
は
ど
こ
か
ら

来
た
の
?
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
質

問
が
出
さ
れ
、
泉
町
長
も
目
を
細
め

な
が
ら
答
え
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
、
こ
の
サ
ン
タ
さ
ん
、
未

来
を
に
な
う
子
供
た
ち
に
心
温
ま
る

大
き
な
夢
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。



F平成ア年4月より、築地新居・飯喰地区の、
h一部の地域で下水道が使用開始となります"

家
庭
や
工
場
か
ら
出
る
汚
水
を
下
水

道
管
に
よ
っ
て
集
め
、
処
理
場
で
浄
化

し
、
き
れ
い
な
水
と
し
て
川
や
海
に
も

ど
す
下
水
道
は
、
環
境
を
守
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら

下
水
道
の
整
備
を
進
め
、
現
在
は
河

西

・
上
河
東

・
上
河
東
二
区
の
一
部
地

域
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
七
年
四
月
か
ら
は
、
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
ま
し
た
築
地
新
居

・
飯

喰
地
区
の
一
部
地
域
(
左
の
図
参
照
)

で
下
水
道
の
使
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

.2
下
水
道
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

下
水
道
施
設
の
建
設
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
公
園
や

道
路
な
ど
の
よ
う
に
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
も
の
と
ち
が
い
、

限
ら
れ
た
人
だ
け
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

施
設
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な
う
と
、
利
用
で
き
な
い

地
域
の
人
た
ち
と

の
聞
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ

っ
て
利
益
を
受
け
る
人
た
ち
に
建
設

費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
不
公
平
を
少
し
で
も
解
消
す

る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
建
設
を
促
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
が
受

益
者
負
担
金
制
度
で
す
。

負担金額は

1 m2あたり310円です

di〆わ
、子子戸〈什i5ヨうj1巴巴!れ;1 j 
ν '-一!」 !

負担金は、 その土地に対しにて

一度だけのものですo i J V 

165m2 (約50坪)の
土地所有者の場合

310円X165m2

==51，150円

-
下
水
道
の
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
を
使
用
し
ま
す
と
、
流
し
た
汚
水
の
量
に
応
じ
て

料
」
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
使
用
料
は
、
処
理
場
や
下
水
管
な
ど
の
施
設
の
維
持
管
理
費
に
あ
て

ら
れ
ま
す。

使
用
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

使用料の料金表
用途区分 下水使用水量 lヶ月あたり

10mまで 基本使用料 700円

10m越え30mまで 1同につき 80円
一般用

30m越え50mまで 1mにつき 90円

50同越えるもの 1mにつき 100円

臨時用 1mにつき 100円

「
下
水
道
使
用

使用水量の決め方
ぷ耐乏1! 一般汚水 営業用汚水

水道水のみ 水道使用水量 水道使用水量

井戸水のみ l人1ヵ月 8m 圭ロ刃1[.1、 定

水道水 ・井戸水 水道使用量プラス
三aヌ~、 rλムと司

の併用 l人1ヵ月 4ni

平成7.2.1しょう わ⑦広報



図
書
貸
出
数
二
O
六
O

九
点

全
国
の
同
規
模
の
町
村
立
図
書
館
の
中
で

ーーーー---

•••••••••••••••••••••••• 
日
間
同
臼

位
2 

a・圃・・・

平
成
五
年
度
の
全
国
公
共
図
書
館
の
各

種
統
計
が
平
成
六
年
十
月
末
に
集
約
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
凶
年
度
は
十
六
万
二
千
二

百
五
十

一
点
で
第

一
位
で
し
た
が
平
成
五

年
度
は
四
万
三
千
七
百
六
十
八
点
増
で
し

た
が
第
二
位
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
口

一
万
五
千
人
未
満
の
町
村

立
図
書
館
が
前
年
度
よ
り
二
十
九
館
増
加

し
三
百
九
十

一
館
の
中
で
第
二
位
と
い
う

こ
と
で
す
。
全
国
的
に
図
書
館
も
貸
出
点

数
も
増
加
し
て
い
く
の
は
時
代
の
背
景
を

物
語
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
町
民
の
皆
様
方
も
よ
り

一
層
の
ご

利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
JII頁

十 九 F¥ 七 /ー圃ι¥ー 五 四 一
位

斜与dJlli J青 五ごj胡 周与I久〈4亡色フ、 8?5 宅f司吉

東i
図

子せ 個か
皇り 水 東

町
珂がj章 和 月

府ぷ 荘ミ
11 

書

町 町 町 町 町 町 町
町 町 周

皇官
11 11 11 11 立 東 11 11 11 11 

霊
1通道E 北道通

j益 1姐 山 山 滋 山 滋 県

賀 賀 口 口 賀 梨 賀 名

一 一 一 一 一
一

九 O O O 七 O 四
貸冊出数五 四 九 O O F¥ O ノ....... ¥ - 五

干 干 干 干 干 干 干 干 干 干

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

事
き貰出白刺設五H 
日り

年
ノー...L¥- 五 七 i¥ 一 四 一 度

)1慎

位

園
富
国

号
。

D
m
w

* と
き

一一
月
十
九
日
(
日
曜
日
)

午
前
十
時

l
午
後
三
時
三
十
分

-Rとこ
ろ

昭
和
町
立
図
書
館

催
し
も
の

午
前
の
部

(
午
前
十
時
1
十

一
時
三
十
分
)

O

ぺ

l
プ
サ
l
卜
「
め
っ
き
ら
も
っ

き
ら
ど
お
ん
ど
ん
」

O
人
形
劇
「
す
い
か
の
た
ね
」

O
お
話

午

後

の

部

(
午
後

一
時
三
十
分
1
一一一
時
コ
干
分
)

O
図
書
館
利
用
優
秀
地
区
表
彰
式

O
講

演

キ

ャ

ロ

リ

ン
・
マ
ー
か
レ

ッ
ト

窪
田
先
生

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
」

展

示

会

O

「
心
に
残
る
本
」
展
示

(
利
用
者
が
感
銘
を
受
け
多
く
の
人

に
す
す
め
た
い
本
)

文
庫
本
、
推
理
小
説
等

一
冊
百
円
で

ど
な
た
に
も
販
売
し
ま
す
。

町
立
図
書
館
か
ら

合
同
の

お
す
す
め
図
書

〈午前の部のべーブサートという
場面です〉

ご
般
図
書
}

-
夢
渦
巻
田
辺
聖
子

・
月
刊
サ
ギ
サ
ワ

鷺
沢

萌

・
イ
レ
ブ
ン
・
ナ
イ
ン

吉

富

有

集
英
社

草
間
円
火
火
斗
ヰ

==日--=ロ
4
a
d
l

集
英
社

@ 平成7.2.1

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、

午
後
二
時
よ
り
正

し

い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
お
問
合
せ
先

しょうわ広報

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
岱
七
三
l

五

O
三
四
)

ミ
シ

⑪一

-
夢
の
死
体

笠
野
頼
子

・
魔
法
の
書

工
ン
リ
ケ

河
出
書
房
新
社

国
書
刊
行
会

{
児
童
図
書
}

-
夏
至
祭
の
女
王

メ
イ
ン

-
工
ミ
の
車
椅
子

小
林
つ
ゅ
の

・3わの
ア
ヒ
ル

椎

名

誠

・
な
ま
ず
の
石

関

沢

紀

・
ふ
ぶ
き
の
道

M
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

儲
成
社

け
や
き
書
房

講
談
社

新
泉
社

河
出
書
房
新
社



空
き
缶
拾

い
結
果
報
告

押
原
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
生
徒
会

と
い
う
自
治
活
動
を
通
し
な
が
ら
、
自

分
た
ち
が
毎
日
生
活
し
て
い
る
地
域
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

リ
サ
イ

ク
ル
に
対
す
る
意
識
化
を
図
る
と
と
も

に
、
身
近
な
ゴ
ミ
の
問
題
を
考
え
る

一

助
と
す
る
た
め
、
空
き
缶
拾
い
を
昨
年

十
二
月
十
七
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
広
場
、
道
路
わ
き

に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
を
登
校
途
中
に

拾
う
と
い
う
も
の
で
、
拾
っ
た
空
き
缶

を
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
に
分
別
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
す
と
い
う
も
の
で

す。
当
日
は
、

ア
ル
ミ
缶
が
四
十
キ

ロ
グ
ラ
ム

ス
チ
ー
ル
缶
が
三
百
五
十
キ

ロ
グ
ラ
ム

集
ま
り
、
マ
ル
ミ
缶
の
料
金
千
六
百
円

が
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
中
学
生
が
空
き
缶
拾
い
で
ゴ
ミ
を
分

別
し
て
拾
っ
た
た
め
に
、

女
町
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
で
き
た

女
資
源
を
い
か
す
こ
と
が
で
き
た

実
社
会
福
祉
協
議
会
へ
売
上
げ
金
を
寄

付
し
、
福
祉
の
た
め
に
役
立

っ
た

な
ど
、
中
学
生
が
計
画
性
を
も

っ
て

や
っ
た
こ
と
が
、
幾
つ
も
の
い
い
結
果

を
う
み
ま
し
た
。

中
学
生
の
み
な
さ
ん
、

ま
で
し
た
。

ご
く
ろ
う
さ

-空き缶除、引
y

ぜ
注

と
ス
チ
ー
ル
缶
ロ
ザ
別

し
マ
出
し
ま
レ
メ
み
・

西
条
駐
在
所
J

押
原
駐
在
所
」

み
れ

av連
絡
会
が
発
足

一
南
甲
府
警
察
署
で
は
、
咋
年
十

一
月

・

二
十
五
日
当
町
に
お
い
て
「
昭
和
地
区

・
ふ
れ
あ
い
連
絡
会
」
の
発
足
式
を
行
い

.
ま
し
た
。

い
こ
の
連
絡
会
は
、
事
務
局
を
西
条
駐

.
在
所
に
設
置
し
て
広
く
警
察
に
対
す
る

・
要
望
意
見
を
汲
み
上
げ
、
駐
在
所
が
地

.
域
の
「
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
L

と
し
て

い
各
種
犯
罪
・
交
通
及
び
災
害
の
防
止
等

.
の
指
導
を
、
真
に
地
域
住
民
の
期
待
に

・
応
え
る
こ
と
を
目
的
に
町
内
の
各
地
区

.
代
表
者
十
二
名
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

い

各

地

区

の

会
員
の
方
は
次
の
と
お
り

.
で
す
。

• • • 

-
(
西
条

一
区
)
角
野
幹
男

(
西
条
二
区
)
秋
山
俊
明

(
清
水
新
居
)
宮
本
康
雄

(
西
条
新
田
)
塩
島
俊
郎

(

押

越

)

清

水

裕

(河
東
中
島
)
田
中

一
永

(
紙
漉
阿
原
)
泉
昌
夫

(
築
地
新
居
)
磯
部
克
己

(
飯
喰
)
樋
口
浪
雄

(

河

西

)

薬
袋
常
三

(
上
河
東
)
井
上
武

(上
河
東
二
区
)
市
川

満

(
敬
称
略
)

(;P，jc)日立製作所半導体事業部甲府製造本部は、

創立30周年を記念して、町へワイドテレビジ

ョンを寄贈してくださいました。

寄贈されたワイドテレビジョンは、総合会

館内の老人福祉センターに設置され、おふろ

に入りに来られたお年寄りの方々に、大変喜

ばれています。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
国
の
教
育
ロ
!
ン

年
金
教
育
資
金

貸

付

こ
の
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立
金
を

原
資
に
還
元
融
資
の

一
環
と
し
て
、

厚

生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
に
十
年
以
上

加
入
し
て
い
る
方
が
、
入
学
時
や
在
学

中
の
教
育
費
を
低
利
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、
国
民
金
融
公

庫
の

一
般
教
育
ロ

ー
ン
と
併
用
も
で
き

ま
す
。

〈
融
資
金
額
〉

学
生

・
生
徒

一
人
に
つ

き
百
万
円
以
内

(国
年
五
十
万
円
)

〈
返
済
期
間
〉
八
年
以

内

(
据
置
期
間

は
在
学
期
間
内
で
最
長
四
年
)

〈
利
率
〉
年
四
・
九
%

(
平
成
六
年
十
二
月

一
日
現
在
)

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

(
社
)
山
梨
県
年
金
住
宅
福
祉
協
会

(合

二
八
!

一
八
二
五
)

平成7.2.1しょうわ広報⑨ 



ヲ司，

砂
押
越
区
の
保
坂
桂
子
さ
ん

⑪ママさんバレーボール
リーグ戦結果.グ

永
年
、
昭
和
町
少
女
バ
レ

i
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
保
坂
桂
子
さ
ん
が
、
昨
年
十

二
月
十

一
日
、
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
研
修
会
の
席
上
で
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

保
坂
さ
ん
は
、
少
女
バ
レ

l
ス
ポ
ー

昨年11月7日から 12月1日までの 3週間 町ノ〈レーボール部主催によ

る第18団地区対抗ママさんバレーボールリーグ戦が町民体育館を会場に

開催されました。

Aリーグ優勝は、 Bリーグより昇格した築地新居チーム、 Bリーグ仮-

勝は、上河東二区チームでした。

各チームとも日ごろの練習の成果を発揮し、さわやかな汗を流しなが

らすばらしいケームを展開しました。なお、入替戦によって上河東二区

チームがAリーグに昇格しました。みなさんたいへんお疲れさまでした。

なお、試合結果は下記のとおりです。

ツ
少
年
団
ぷ
立
時
よ
り
、
コ

ー
チ
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一

日
よ
り
蛇
督
に
就
任
さ
れ
、

引
在
に
一主

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
員
と
し
て
も
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
ぶ

A リーグ B リーグ
築地新居 上河東二区

ε 押 越 上 河 束

3 紙漉阿原 河束中島

4 西条二区 西条新田

5 河 西 清水新居 j
6 西条一区 飯 日食

a 

米
穀
小
売
屈
が
八
庖
舗
に
グ

平成7.2.1 ⑩ 

昭
和
町
内
で
次
の
各
庄
舗
が
米
の
販
売
を
扱

っ
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
平
成
六
年

十
二
月
二
十
六
日
付
け
で
、
上
杉
商
庖
(
西
条
二
区
)
が
許
可
と
な
り
、
合
わ
せ
て
八

庖
舗
と
な
り
ま
し
た
。

深
川
屋
商
庖
(
西
条

一
区
)

上
杉
商
庖
(
西
条
二
区
)
新
規

福
田
米
穀
庖
(
清
水
e

新
居
)

清
水
精
米
所
(
押

越

しょうわ

越

八
幡
屋
商
脂
(
押

磯
部
米
穀
庖
(
築
地
新
居
)

萩

原

米

穀

庖

(

河

西

)

細

田

商

庖

(

上

河

東

)

広報

農
家
の
皆
様
ヘ

農
業
セ
ン
サ
ス
の
実
施

農
林
水
産
省
で
は
、

平
成
七
年
二
月
一
日
現
在
で

農
業
セ
ン
サ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
農
家
な
ど
の

農
業
を
営
む
事
業
体
の
ほ
か
、
農
作
業

を
請
負
う
事
業
体
の
す
べ
て
を
対
象
と

し
て
行
う
極
め
て
大
規
模
な
調
査
で
、

「農
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
調
査
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
が
、
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た

折
に
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。



西
条
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

西
条
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
紹
介
を
し
ま
す
。
現
在
、
団
員

数
六
年
生
六
人
、
五
年
生
二
人
、
四
年

生
五
人
、
三
年
生
二
人
と
監
督
、
コ
ー

チ
、
総
勢
十
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
練
習
日
は
火
曜
日
、
木
曜
日
、
土

曜
日
の
週
三
回
行

っ
て
お
り
、

日
曜
日

に
は
、
公
式
試
合
へ
の
参
加
や
、
練
習

試
合
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
し

て
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
公

式
試
合
で
よ
い
成
績
が
出
せ
る
よ
う
、

練
習
で
も

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
練
習
時
間
は
、
平
日
は
山
時
半
か

ら
、
六
時
半
ま
で
、
土
曜
日
が
二
時
か

ら
四
時
半
ま
で
、
西
条
小
学
校
の
体
育

館
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
や

っ
て
み
た
い
方
は
、
練
習

を
見
に
い
通
わ
し
て
下
さ
い
。

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
楽
し
い
こ

く二ト

と
も
あ
れ
ば
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
自
分
を
高
め
る
に
は
と
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。
多
勢
の
新
入
団
員
が
入

部
し
て
下
さ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま

す
。温四

西ネtニハネケソ、トス寸、ーッ少年ヨ

割幽陣--m縛V
-~ 

揚
げ
物
を
し
た
後
、

f
ペ

い
つ
ま
で
も
鍋
に
油
を

残
し
て
お
く
と
粘
り
が

出
て
、
ド
ロ
ッ
と
し
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
油

が
空
気
に
ふ
れ
て

「酸

化
」
を
は
じ
め
た
か
ら

で
す
。
使
っ
た
油
を
傷

め
ず
に
、
次
回
も
よ
い
状
態

で
揚
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
上

手
な
保
存
方
法
を
紹
介
し
ま

し
ょ
、
っ
。

事件 噌繍醐醐樹脂内叫蝿掴欄鵬

揚
げ
物
を
す
る
と
、
揚
げ

カ
ス
が
出
ま
す
。
ま
ず
、
こ

の
揚
げ
カ
ス
を
き
れ
い
に
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。
少
し
温

度
を
上
げ
て
、

小
さ
な
お
に

ぎ
り
か
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
輪
切

り
を
入
れ
る
と
、
こ
れ
ら
に

カ
ス
が
付
着
し
て
き
れ
い
に

取
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
な
る
べ
く
熱
い

う
ち
に
手
早
く
こ
し
ま
す
。
用
意
す

る
の
は
、
油
こ
し
器
(
な
け
れ
ば
金
物

の
ジ
ョ
ウ
ゴ
と
、
ろ
紙
や
ガ
l

ゼ)、

広
い
口
の
小
さ
な
瓶
か
缶
で
す
。
用

意
し
た
器
具
で
油
を
こ
し
、
カ
ス
を

き
れ
い
に
取
り
ま
す
。
こ
し
終
わ
っ

た
油
は
、
瓶
や
缶
に
入
れ
て
、
ふ
た

を
き
っ
ち
り
と
閉
め
ま
す
。
そ
し
て
、

温
度
の
低
い
暗
い
場
所
に
保
存
し
ま

す
。
瓶
や
缶
は
透
明
な
も
の
よ
り
も

色
の
つ
い
た
も
の
に
し
ま
し

ょ
う
。

揚
げ
油
が
傷
む
の
は
、
揚
げ
る
と

き
の
温
度
が
影
響
し
ま
す
。
温
度
が

高
い
ほ
ど
、
傷
み
も
早
く
な
り
ま
す
。

温
度
の
簡
単
な
見
分
け
方
を
紹
介
し

衣
を
少
し
落
と
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
底
ま
で
沈
ん
で
ゆ
っ

く
り
浮
か
ん
で
き
た
ら
、
百
五
十
j

百
六
十
度
で
す
。
こ
の
温
度
は
、
野

』
子

菜
を
揚
げ
る
の
に
適
温
で
す
。

保

衣
が
途
中
か
ら
浮
き
上
が
つ

ド
ル

で
き
た
ら
、
百
七
十

l
百
八

ホ
ヨ

十
度
。
天
ぷ
ら
に
は
、
こ
の

代

温
度
が
い
い
で
し

ょ
う
。
表

を

面
で
衣
が
パ

ッ
と
散
っ
た
ら
、

単
ん

二
百
度
以
上
で
す
。

、

百
八
十
度
く
ら
い
に
温
度

1
1

上
げ
た
と
き
、
煙
や
カ
ニ

ヲ」一』

の
泡
み
た
い
に
あ
ぶ
く
が
た

宇

O
く
さ
ん
出
た
ら
、
油
の
傷
み

乃

は
重
症
で
す
。

い
た
め
物
に

川
ル

も
、
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

:

新
聞
紙
な
ど
に
油
を
し
み
込

ま
せ
、
丸
め
て
ポ
リ
袋
に
詰
め
、
ご

み
の
回
収
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

手
品
!
)
よ
、
っ
。

「
す
ご
く
寒
、
か
り
ゃ
な

水
道
管
グ
防
寒
は

大
丈
夫
で
す
か
0
・L

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
凹
度
以
下
に
な
る

と
凍
結
や
破
裂
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
破

裂
す
る
と
修
理
な
ど
に
は
お
金
も
か
か

り
ま
す
。

露
出
し
て
い
た
り
、
防
寒
の
不
十
分

な
部
分
・
ト
イ
レ
の
ロ
l

タ
ン
ク
の
給

水
管
・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
し

っ
か
り
防
寒
し
て
本
道
管
を
守
り
ま
し

ょ、つグ・

*
詳
し
く
は
、
十
二
月
に
配
布
さ
れ
た

「
水
道
だ
よ
り
・
十
二
月
号
」
を
ご
覧

下
さ
い
。

〔
甲
府
市
水
道
局
〕

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
猫
収
集
日

一一
月
三
日
働
・
十
七
日

ω

午
前
十
時
五
十
分

i

十
時
五
瓦
分

場

所

総

合

会

館

前

※
収
集
卓
が
く
る
ま
で
は
飼
主
も
い
っ

し
ょ
に
い
て
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
猫
の

場
合
は
必
ず
麻
袋
な
ど
の
丈
夫
な
袋
に

入
れ
て
ヒ
モ
で
し

っ
か
り
封
を
し
て
く

だ
さ
い
。

日
H寺

平成7.2.1しょうわ広報⑪ 
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H 5. 8. 7生(飯喰〉
(父〉墓活さん(白〉清子さん

相原

， 乙ノ， ~ ， dク乙j，

H 5. 8. 23生〈上河東二区〉
(父)秀信さん(田〉孝枝さん

加藤雅也くん
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お
く
一や
み
一
日

4

『
よ
ノ

(
十
二
月
一
日

i
十
二
月
三
十
一
日
受
付
・
鞍
称
略
)
噸
よ

芸
誕
生
女
健
や
か
な
成
長
を

一
し

地
区

氏

名

(保
護
者
)

日

報

清
水
新
居

松

田
結
里
香

(

健

)

吋

広

上
河
米
一
反

松

田

沙

織

(

敏

彦
)

日

一川

丙

志

村

梓

(

光

一
)

目

上
河
米
二一
院

古

尾

涼

子

(寿
彦
)

日

紙

漉

阿

原

問

中

智

之

(

武

彦
)

目

上
河
東
二
区

市
川

未
来

(真
児

)

山

西
条
二
区

坂

本

奈

々

(

一
久
)

川

西
条

一
区

佐

野

忠
宏

(成
男
)

日

トハ川
事

区
一

高

石

将

永

(

積

)

向

上
川
点
二
区

芦
津

英

(

辰

也

)

旧

西
条

一
区

加

賀

美

諒

(

斤
一二
)

日

清
水
新

居

海

野

成
美

(
弘
人
)
山

西
条
二
区

風

間

駿

希

(

清
登
)

山

西

条

新

田

技

法

杏

菜

(

賢

次

)

白

押

越

長
田

鮎

汰

(

三
男
)

白

河

西

西

高

味

優

花

(

久
嗣
)

一

河

西

沢

井

寿
成

(

寿
幸
)

m

'
ご
結
婚
・
末
長
く
お
幸
せ
に

噌

地
以

氏

名

噌

河
束
中
向

大
久
保

守

O
内

m
千
明
暗

紙
漉
阿
開
山
山

淳
@
伊
藤
か
な
え

噌

河

西

五

味

安

則

。
船

橋

真

紀

崎

一川

西

佐

藤

晴

仁

O
雨
宵

明

子

槽

河

凹

清
水

光

一
O
吉
田

和
代
槽

・
お
悔
み

A'ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
い

地
区

氏

名

(届
出
人
)
仲

西
条
二
区

遠

藤

里

悲

(

光

夫

)

恥

西
条
新
出

北

爪

武

史

(昭
夫
)

恥

築
地
新
居
大
辻
み
や
子

(俊
孝
)

仲

築
地
新
居

間

中

豊

蔵

(

恵

美

子
)
仲

押

越

有

賀

幸

吉

(は
る
子
)

恥

西
条

一
区

久

保

田

芳

照

(

芳

人

)

恥

清
水
新
居
伊
藤
あ
き
子

(始
博
)

仲

西
条
二
区

後

藤

ゆ

き

江

(

武

彦

)

仲

•. 
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-dみ企盆包

加

湘

刀

、山
川
山
山
畑
グ
グ

1
1
1
1J

一

一
J

さ

さ

さ

…
1

1

r
l
!
一

-

一

力

に

1

1

・
力

力

岨周・・・・

-

一

.
司ノ』↓ノパ
d

けつ

・
4
l
Q
U

岬
】

E
1

、、.‘

・

・

・
・

・

-

-
n
U

H
…

到

…

一

以

…

…

…

…

…

…

小

そ

し
腐

…
…
…
…
…

ト
ト
晶

ノ

料

豆

柿

汁

ん

一
一

節

水

ψ

は

材

り

し

し

り

糖

油

f
i
-
-

し

・

凍

干

だ

み

砂

正

薄

衣

お

-作り方

⑦凍り豆腐は湯もどしし煮汁
で舎め煮する。
②汁気を絞ってからT枚を4
個の3角形に切る。
③長い辺の所に切り込みを入
れ干し柿をはさむ。
④薄衣を作り1700---1800の揚
j由で揚げる。
凍り豆腐を2---3枚!こそいで
干し柿を芯にして巻き楊子で
1tめて揚げてもよい。

凍
り
豆
腐
の
干
し
柿
は
さ
み
揚
げ

柚

子

〈楽しいクッキング〉てグ称
.材料 (4人分)
大根・・一..… ....一.....一・中 f本

柚子・・・・…・・・・・…・・・….......2個

:{酢…砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ6
みりん.............小さじ2

砂糖が完全に溶けるまでよく
混ぜ合わせます。

-作り万

⑦大根はきれいに洗い2mmの
厚さに輔切にし?枚づっ平
にして天日!こ7日位干します。
②梱子を細く切りしなやかに
なった大根に梱子を巻き針
に糸を通して順!こ巻いだ大
根を通して行きます。
③天日に2日干して甘酢に漬
け込みT白位から食べられ
ます。

の

根

大

巻

食生活改善推進委員

武内 知子さん(築地新居)

実柚子の大根巻
柚子はビタミン Cが多く香

り良く歯ごたえも良く柚子

が実ると毎年作る一品です。

女凍り豆腐の干し柿はさみ揚げ

目先をかえて料理すれば食

べょいと思います。

ちょっと一言

-
ほ

~ 

、ー

つ

つ

柚
風
呂
に
看
取
り
疲
れ
の
身
を
沈
め

病
室
に
傘
持
ち
迎
え
る
時
雨
か
な

風
荒
く
雲
が
飛
び
散
る
冬
出
打

畦
踏
め
ば
可
憐
に
咲
き
し
冬
董

冬
麗
ら
外
苑
一段
の
走
者
か
な

み
ち
の
く
の

山
懐
に
こ
げ
ら
鳴
く

煙
草
入
れ
煙
管
を
展
示
里
ぬ
く
し

表
具
師

の

一
畳
ほ
ど
の
煤
榊
い

乱
れ
菊
片
付
け
ら
れ
て
日
眼
目

軒
ご
と
に
莱
大
恨
干
し
山
日
和

石
仏
が
二
指
を
合
せ
る
冬
日
か
な

霜
の
夜
の
古
典
の
文
字
に
か
な
を
ふ
り

蕎
麦
熱
し

「
い
い

」
と
い
ふ
て
ふ
峠
茶
屋

村
長
の
模
擬
出
長
や
三
十
三
才

極
月
や
女
湯
ば
か
り
華
や
げ
り

石
仰
は
上
が
り

H
下
が
り
目
冬
日
和

二
た
み
足
退
き
型
倒
仰
ぎ
け
リ

咳

一
つ
落
し
て
去
り
ぬ
薬
売
り

阿
寒
湖
の
水
を
買
い

け
り
年
用
意

蒲
団
干
す
亡
母
の
つ
く
り
し
も
の
ば
か
り

満
潮
の
'細
波
ゆ
れ
る
能
舞
台

炎
、
鯉
の
お
壕
に
肥
と
り
て
武
家
屋
敷

水
よ
り
も
風
が
冷
た
し
菜
を
洗
、
か

旧
道
は
ふ
る
さ
と
の
み
ち
冬
紅
葉

人
待
つ
や
匂

へ
る
も
の
に
枇
杷
の
花

枯
焔
蝋
斧
上
げ
を
リ
キ
ャ
ベ
ツ
採
る

俳

句田
塩
田

雨
宮

内
藤
ふ
く
じ

Iや
j尺

輿
石
さ
だ
代

磯
部

高
野

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

京
木
一代
白衣

伊
藤

井
上
ま
さ
江

好
子

麻
子

ネし
孝

静
代代

久
枝

花
枚

春
江 -

G号

合
月
の
花
木

《
ウ
メ

(

梅

)

》

花
言
葉

1
高

潔
、
忠
実

、
忍
耐
、
澄
ん
だ
心

た 溶こ ;1ar--一一一 -ーーー一一一一 え上つ
も花け の 司丈一惨 な lもで ウ
の 言 込時 育会 .f'す訪ねコ くで 、メ
で葉ん代 設九)• • _'1ミJvr弐)武 おじ は
しはでに | 丸?を .'y'"べ i 円ソ九~i 流もみ
よ 、し可は L li 明、寸町 下~ - ~l'iF.をr .~1 だむで寒
ういたウ 肱叫 I比，N:'l革、町 ふ う骨付! ときはし E

躍脚'社常持~l-'，M)J唱 活~'ti f f'f'" .入i
。ず こ メ 野崎!!;丸究対~~~ ぞ泊三!〆| 棋のあ季
れとが Eヂ判長8L173J式文部 じあリ節
もがす P ~~ç~器LJJ p t fFY司睡箇船可思Jらるまに
花わつ れ枝す咲
のかか込 ウ しじく日 ま魅とま振がく
雰りりまメ万 た で、本 ウす fかすり清数
凶ま人れが 葉も、ほ 7片メ 。すら 。な楚 少
気 す々てた集の中か来は る、そどなな
か 。のいくので凶のの 、 の 人 のが 花い
ら 幕るさなすか植木も だ々よ、の花
生 らのんか 。ら物でと とのうこ姿の
ま しで奇大に j度とはも 忠心なのでひ
れ に、いも 来同なと いをこう、と

(() 

g 
周りの山々はすっかり臼一

色 となり、ウインタースポー

ツの話題を毎日J{にします。

寒さのなかでこの時とばかり

に重bきまわっている人々もい

れば、春が来るのをじっと静

かに待っている動物たちゃ木

々たちもいます。

もうすぐ春です。残り少な

い冬を楽しんで、/' ----汽

そこまで来てい仏よζアγ千J
る春に何か新し 民 平民

い試みを してみ 匂ヲ号ーす

ませんか。 ミ i1  
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ー同同同 平
成
六
年
度

小
・
中
学
校

入
学
予
定
者
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
に

新
し
く
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
予
定
者
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

、

就
学
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
通
知

書
の
右
側
に
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
受
け
と

っ
た
方
は
請
書
を
教

育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
受
け
と

っ
て
い
な
い
方
は
、
町

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
(
包
七
五
ー

三
七
三
七
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

|

|
第
二
回
家
で
眠
っ
て
い
る
|

|

「
ワ
ー
プ
ロ
」
活
用
教
室

ー
「受
講
生
」
及
び
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
」
募
隼
木
|

前
回
に
ひ
き
続
き
、
あ
く
ま
で
も
自
力
で
解
説

書
を
読
み
、
ワ
ー
プ

ロ
操
作
し
て
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
を
基
本
に
進
め
ま
す
。

講
師
は

「ど
う
し
て
も
こ
こ
が
」
と
員
う
と
こ

ろ
を
教
示
す
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
徹
し
ま
す
。
ひ

と
り
で
は
挫
折
し
て
し
ま
う
所
を
グ
ル
ー
プ
で
ア

レ
コ
レ
知
恵
を
山
し
合
い
、
助
け
合
い
、
学
び
合

う
こ
と
に
よ

っ
て
雌
実
に
身
に
付
け
る
の
が
ね
ら

い
で
、す
。

参
加
条
件
は
、
ワ
ー
プ

ロ
と
そ
の
解
説
書

(マ

ニ
ュ
ア
ル
本
)
を
持
参
出
来
る
方
で
す
。

同
時
に

「ワ
ー
プ

ロ
に
は
自
信
ア
リ
」
と
言
う

方
を
講
師
と
し
て
募
集
し
ま
す
。
「共
に
学
び
合
う

教
室
」
に
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・

日

時

二
月
十
三

H
m、
二
十
日
間
、
二
十

七
日
間
、
三
月
六

H
m、
十
三
円
側、

二
十

H
m
毎
回

夜
七
時
三
十
分
l
九
時

・

場

所

中

央
公
民
館
第
三
会
議
室

-

定

員

二
十
人
(
受
講
生
)

五
人
(講
師
)

-

資

格

町
内
在
住
成
人

一
般

で

ワ

プ
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件成7年馬県政モニター募集
県民の皆さんから、県政に対する自由で清新な意見を寄

せていただき、これを県政に反映するために、県では、次

により県政モニターを募集 します。

砂応募資格

県内に居住している20歳以上(平成7年4月1日現在)の方。

ただし、次の方は応募できません。

(1)国会議員及び地方公美団体の議会の議員

(2)常勤の国家公務員及び地方公務員

(3)過去に県政のモニターの経験のある人

砂募集人員 130人

※ 応募 された中から、市町村人口別、職業別、年齢別、

性別などの配分に留意 して、県民全体の意見を把握する

ことができるよう選考させていただきます。

砂任 期 1年間

砂募集期間 平成 7年 2月10日(命まで

砂申込方法 官製はがきに、住所(郵便番号) 氏名(ふ り

がな) 生年月日 年齢性別職業 (具体的に) 電話

番号 を明記し、 11吠巾地方振興事務所- 干400 甲府市丸

の内1-6-1 0552-23-1360へお送りください。

砂詳しくは 11庚中地方振興事務所または県広聴広報課(~

35-7259)まで。
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第12期・甲府市水道モニターを
募集します

水道局では、上水道をご利用いただいている皆さん

から上水道に関する意見や要望を水道事業に反映させ

るため、甲府市水道モニターを募集します。

あなたも水道モニターとして水道事業に参加してみ

ませんか。

仕事の内容

①水道事業の内容理解のための施設見学や説明会に出席。

②水道事業に関する意見などの提言。

③モニターによる意見交換会に出席。

応募資格 1市 3町(甲府市・敷島町・昭和町・玉穂町)

の給水区域内に住む20歳以上の女性。

5名

※水道モニターの定数は36名ですが、募集

人員以外の31名については、 1市 3町刀、

らの推薦者となります。

2年(平成7年3月1日~平成 9年2月28日)

2月22日までに電話で

(募集人員を越えた場合は選考を行います)

甲府市水道局・広報係fi28-3311内線(305)
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国保ミ二だより

町が医療機関などに支払った

11月分の医療費は、約3，141万円

です。(前年同月比0.34%の増)

病気の予防は、早

ダプラi 期発見、早期治療

畠AOA I阿γ 珂A情 カがず大切ですO む仰や

Pη2、t巳i三三己Jkk::ラみな転医はつつし
訴γ~古}
‘、....，目. に使いましよう七

O 

平成7.2.1しょうわ広報
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「Z???
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==12月分



C保健衛生だより5
手し

実施日

児 健

去トー とIL 口
11火=-1 -'し

康
::.;:、=-"'1 
ロ~ 査

受 付 時間

平成6年10月生まれ l 午後1時""'1時30分
2月刊日
(火)

平成6年7月生まれ | 午後1時30分""'2時

実施 日 号fい とIL 日
U~ ご -'し 受 付 |時 間

平成6年1月生まれ | 午後?時""'1時30分
2月15日
(水)

平成6年4月生まれ | 午後 ?時30分""'2時

場所総合会館

持ち物 母子子11長・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科検診

実施日 2月28日(火)

受付時間午後f時""'1時30分

場 所総合会館

該当児 平成6年10月~平成6年11月生まれのお子さん

持ち物 舟子手帳

* 10月生まれのお子さんには、神経芽細胞11重検査の説明と検
査セットの配布をいたします。

4歳 6か月児健康診査
実施目 2月刊日(木)

受付時間 午後f時""'1時30分

場 所総合会館

該当児 平成 5年6月~平成 5年 7月生まれのお子さん

及び前回未受診のお子さん

持ち物 母子手帳 ・l歳 6か月児健康質問票

5 歳児健康診査
実施日 2月23日(木)

受付時間 午後T時""'1時30分

場 所総合会館

該当児 平成元年11月~平成 2年 1月三とまれのお子さん

及び前回未受診のお子さん

持ち物 母子子11長・5歳児健診質問票 ・尿検宜セット

自子手帳~付及び一般健康相談

日時 2月6日(月)・17日(金)-27日(月)

午前9時~竹時30分

場 所総合会館

※ 一町 子手帳の交付を希望される方は、 r: 11 ~~~ をお持ちください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えしてい

ますので、お気経にお出かけくださし、。

⑮広報 しようわ 平成7_2.1 

3種混合予防接種
日 時 2月20白(月)午後f時""'2時30分

場 所総合会館

該当児

惨 I期……平成 4年 3月~平成 5年5月生まれのお子さん

及び4歳未満でまだ未接種のお子さん

砂II期…ー・I期 3回を完了して 1年-1年6か月以内の子

持ち物 母子子11辰・問診票

他の予防接種との間隔

l哲に雪り予防接 種l
B CG はしか ポリオ |

I--V~j 受け竺予防接種 l
3種混合 日本脳炎 |

町 三」困司う

リハビリ教室ヘ参加してみませんか

Isyでは現在、 月3回リハビ リ教室を開催しています。

現在、脳卒中後遺症や事故や関節の病気で身体が不自由にな

った方15人ほどが参加し、成果をあげています。

この リハビリ 教室では、各自が 「自分のプログラム」に添

って、積極的に訓練に励み、 訓練を通して学び合い助け合い

ながら仲間づくりの輪を広げています。

参加しているみなさんは「訓練の 日が待ちどおしいJ r仲間

と会うのが一番の楽しみ」と明るく楽しそうです。

一人でする訓練よりも、同じ障害を持った仲間と一緒の訓

練の方が心強い と思います。

参加を希望される方は、役場健康福祉課までご連絡 ください。

訓練会場 IIIJ総合会館機能訓練室

(会場まで車での送迎をいたします)

訓練日程 理学療法士の指導による訓練・・………・月2回

自 主 訓 練・・…・…・・・・・・ー………・・・・月 l出

2月の日程

?日〈水〉
8日〈水〉
22日〈水〉

企リハビリ教室訓練風景

-保健・健康に関するお問合せは

役場健康福祉課保健指導係

fi75-2111 内線252・253までどうぞ
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平成7年 (1995年)

立春

役場開庁

産主

テレビ腿記念日・成人病予防週間

行政相談 (中央公

民館午後 1時-)
心配ごと相談 (総

合会館午後l時-)
リハビリ教室

(総合会館)

おふろの湯沸かしは、入浴直前

にし、沸いたら間隔を置かずに入

浴しましょう。

おふろの2度炊きを 1週間に E回

減らすだけで、原油に換算すると

年闘で1家族当たり、約12リット
ル(ビール大瓶約四本)のエネル

ギーの節約になります。

赤
口

進国記念 ~I ・文{鴎斡1]定記念日

役援11'~
制作;t11il炎倫子ト会fi'lVr後1

11占30分~ノ|千&31め

総合鍾l密温泉定休日

図劃官・雷Jくプ'-IIA相官臼
;:'，'j i:Aスキー教法ー
Gγ;1 :凡1 '，' :jlJ~スキー場)

11 仏
滅

北方領土の 日

総合会館温泉定 |図書館・温水プー 心配ごと相談 (総 講座「郷土の歴史」

休日 |ル休館日 合会館午後l時-) I σ弔ミ I (中央公民館午後
第13回生涯学習推 |母子手帳交付及びリハビリ教室 | ー瓜てブ以() I 7時30分-)
進大会 |一般健康相談 I (総合会館 I .~￥宗託、
(総合会館経運動 1 (総合会館 程三乏落選第)-
室午前 911寺-) 1 ~ 

先
負8 友

ヨ|
先
勝

赤
口5 

役場開庁 J

所得税確定申告

行政相談 (中央公|読み聞かせと お話 |飼えなくなった犬
民館午後l時-) 1 の会 (町立凶苦館|・猫の収集日

|午前10時30分 一) 1 母子手 1/1長交付及ぴ心配ごと相談 (総 I~!;~ ÁCVI7:J~ -~~ Á~:~h. I 
1 1歳 6か月 児健診|一般健康相談 (総

合会館午後1時-) 1 ~(総合会館)~'-"~ 1合会館)
乳児健診 (総合会 k l 

館 西条一区・西条二区確定申告相談
受付CP4・5参照)

23百 124
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.

18 赤
口17 大

安16 イム
滅15 先

負

聖バレンタイン・デー

乳児健診 (総合会
館)

14 友
ヨ|

子供アニメ映画会|図書館・温水ブ-

(町立図書簡午後 |ル休館日
211寺一ワープロ活用教室

(中央公民館午後

7U寺30分-)

13 先
勝12 

先
勝

近、， @~ど t *~ 設 ぬ 1--;ネ児位診 -ー -- r--三示ギ;'---1役場開iT
合会館午後111寺-)1 (総合会館 ¥>;:;_i ，t; 1 
リハビリ 教室 (総 ~，;:" (~:1L， ¥ 
合会館 o、ー / 

{?~ 又y

大
安22 仏

滅

雨水

総合会館温泉定 団艶.i1ffvJ<プーJ附田
休日 1 .s，樹昆合刊J側総イト会

| 古代)

凶書館まつり (町 |ワーフ'ロ川敗家 (oJ-'-.'l:ほ
立図書館午前10時 11:(削イ抑制扮-)

21 先
負20 友

引19 

清水新居・西条新田・押越・河東中島地区確定申告相談受付CP4・5参照)

26 大
安28 イム

滅27 先
負 犬の放し飼いはやめましょう

-1fJがfff犬や犬の放し古品、によるて制官が多くなっています。

そこで、 IIIJでは2)=Jの 1 ヵ月 !日jを「犬の~~:J~日HÍ'~q) JI-1日」と

して時附動を行うほか、舵などの捕獲r.i叫による野犬の1iH

穫を行う予主です。

~物を設置する場所には表示をするず立ですが、 Aを散歩

させるI晶子?には、あやまって犬か放れることがないように 卜

分注立してください。 役場環境衛生課

みんなのス ポー ツ |図聾官官Kブ'-JlJt岡田 |図醤酢岡田
推進大会(総合会 1

/
:日手111長交付及び一般健|出血l枇u似相談 ('1"火公
11ポ相談(総合会的 1以官官午liijlα時一午後3昨)

館、 i怪運動室 1 /;~.::~~:~-II~~:":~:i~1/， h ，1， /_'-I 
l ワープロ活nl教箆 (It，央公 | 平じ也;~JIヲ桝ュ|検診(総子治

氏自~(LF-後初、~'30分一島知

紙漉阿原・築地新居・飯喰・河西地区確定申

告相談受付(P4・5参照)(3月3日まで)

※収集日が祝 日の場合は収集業務はし、た しま

せんので次回の収集 日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。

黒いビニール袋などでは出さないでくださし、。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入し

てくださし、。荷札は粗大ゴミに使用してくださし、。

※収集日の当 日午前 8時30分 までに出 してく
fごき し、。

※燃える物、 燃えない物の分別はしっか りお

こなってください。

※粗大コごミを早く処理したい方は、役場環境衛生

課へご相談ください。 fi75-21l1(内線226)

西 西 清 西 |押河紙築飯河上主
条条水条| 東漉地 河l 河東
一二新新| 中阿新 一
区 区 居 田 |越島原居喰西東区

毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日
3日 ・7日・10日・14日 12日.6日.9日・138
77日.21日.24日.28日 1 16日.20日.23日.27日
第2水曜日第4水曜日|第?水曜日第3水曜日

区

燃
え
る
物

i也
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